






Web1.0からWeb3へ
Webトレンド/構成要素 Web1.0 Web2.0 Web3.0

デバイス
PC

(Win/Mac)
モバイル/スマホ

(iPhone/Android）
XR

(メタバース)

データ
データハイパーテキスト

(Read Only)
ソーシャル
(双方向)

ブロックチェーン
(分散化）

処理・解析
マネージドサーバー

(Rackspace等)
クラウド

(Amazon) AI

國光宏尚「メタバースとWeb3」を参考に修正

Web2.0
入口は2007年前後に、アップルがiPhoneを発売、FacebookやTwitterなどのSNSが急成長、
それとアマゾンがAWSをローンチ。

Web3.0
デバイスはスマホからVR(仮想現実)、AR(拡張現実)、MR(複合現実)になっていき、データは
ソーシャルからブロックチェーンへ、データの活用方法はクラウドからAIへ。
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仮想通貨・暗号資産

Bitcoinが最も有名、 次にEthereum

▶ブロックチェーン上で発行される一種のデジタル通貨

▶作成自体は簡単なので数千種類、数万種類の暗号資産があるが、日本で購入可
能なのは数十銘柄

ブロックチェーンという仕組みにより、デジタルデータであるが、複製ができない(複
製したものは偽物だと判る)、それにより価値を確保
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Bitcoinの価格推移
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2009年10月 0.07円

2013年12月 12万円

2014年2月 1.8万円

2017年12月 200万円

2020年3月 52万円

2021年11月 776万円

2022年12月 230万円

2023年3月現在 300万円前後



仮想通貨・暗号資産(2)

Bitcoinの価格は上昇、調整、上昇、調整、上昇、調整・・・を繰り返している。
一時期1BTC700万円をこえたが、2022年に220万円程度に、2023年3月で
約300万円

▶2022年の調整の原因は、ステーブルコイン
Lunaの破綻

▶世界2位の取引所FTXの破綻など
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マイニング(Proof of Work)による偽造対策

① ブロックの追加が認められるためにはハッシュ計算によりターゲット以下のハッシュ値が発見できるような数字(nonce値)が
計算されなくてはならない

② ハッシュ計算とは、元データにnonce値を当て嵌めた場合にどのような解が出るかはすぐに検証出来るが、元データと解が
判ってもnonce値の推論は不可能という計算であり、データの改ざんの検証のために良く使用される方法。nonce値の発見
には、力技で計算を行っていくしかない(例えば最初に1を挿入し、次に2を挿入、次に3を挿入、というように正解が出るまで
ひたすら計算)

③ ビットコインの場合、これまでのDという取引ブロックのデータに対し、ハッシュ値が0.00000000000000････････と0が一定
程度続くようになるnonce値が与えられて、初めてデータが正当に記録される

④ かかるnonce値の発見にはP2Pネットワーク上のコンピューターが膨大なマシンパワーをつぎ込んでも10分程度かかるよう
0の桁数が調整されている

⑤ nonce値が発見されるとA→B→C→Dというこれまでのブロックに、nonce値と共にD→Eというブロックが追加された旨(取
引が承認された旨)がネットワークに正当に記録される

⑥ nonce値を1番最初に発見した者には25BTCが付与されるため、ビットコイン発掘者は他の発掘者と競いながら計算を行う
⑦ 偽造を行うためには、このnonce値の発見を偽造者が行わなければならないが、ネットワークのコンピューターパワーの

51％を有さない限り、困難とされる

なお、現時点までは、ビットコインが偽造された例等は存在しないよう。また、ビットコインのブロック
チェーンのシステムが停止したことも無いよう(ゼロダウンタイム)
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パブリックチェーンとプライベートチェーン

(1) パブリックチェーン

(2) セミプライベートチェーン

(3) 完全なプライベートチェーン

▶ビットコインはソフトウェアさえダウンロードすれば誰でも採掘者(ブロックチェーンを承認する役割=ノード)
になることが出来る。また、ブロックチェーンのデータも公開されている。

▶これに対して、ブロックチェーンのコスト軽減効果やゼロダウンタイムの特性を利用する非公開のブロック
チェーンも開発されてきている(セミプライベートチェーンとプライベートチェーン)。

▶一定の範囲から選択された端末(例えば参加金融機関10社の有する端末)がブロックを承認す
る役割を担う

▶金融機関間の決済システムなどで、この方式が検討される

▶一社の分散されたコンピューターがノードとなる完全にプライベートなブロックチェーン
▶ゼロダウンタイムの達成や、コストダウン目的とされる。
▶分散型レッジャー
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01 NFT＝必ず1点物という訳ではない
例えば100枚しか存在しないトークンもNFTと考えることが多い(比較：100枚しか印刷していない版画)
何枚ならNFTであるという基準は特にない。
社会通念で決まる？

02 デジタルデータで数量を限定できる

03
04
05
06

本物であることを証明できる

デジタル所有権の証明およびトレース

スマートコントラクト(例えば二次流通の際に当初発行者に自動
でリワードを分配する仕組みなど)

グローバルに販売可能

NFT(2)
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デジタルアート作家「Beeple」

2021年3月、Beepleことマイク・
ウィンケルマン氏のNFTアートがク
リスティーズのオークションに出品

約6935万ドル(75億3000万円)で
落札され世界的なニュースに
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・WALKER (1〜6km/hで移動。1エネルギーあたりのGST取得量はベースで4)
・JOGGER (4〜10km/hで移動。1エネルギーあたりのGST取得量はベースで5)
・RUNNER (8〜20km/hで移動。1エネルギーあたりのGST取得量はベースで6)
・TRAINER (1〜20km/hで移動。1エネルギーあたりのGST取得量はベースで4〜6)

スニーカーには
・Efficient(GSTの取得力)
・Luck(ミステリーボックスの取得力)
・Comfort(GSTの追加取得力)
・Resilience(靴の回復コスト)
のパラメータがあり、レベルを上げることでポイントを使って強化できる

STEPN(2)
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ステーブルコイン

• 1トークン＝1円、1トークン＝1ドル、など、通貨に連動したトークン

• 資金決済法の改正(2023年春施行)

• 基本的に為替取引に該当

• 発行は銀行、資金移動業者、(改正法で)特定信託会社

• 流通はステーブルコイン取扱業

• 資金移動業者や信託会社が発行する場合には例えば、全額の保全が必要

• マネロン対策

• 厳しい規制のため、参入は大手の会社が基本か
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DApps(2)
例えば、スマホアプリにSNSツールやゲームアプリ、動画配信アプリなどがあるように、

DAppsにも様々なカテゴリーのアプリが存在。

分野 使用例

ファイルストレージ IPFS、Sia、Storj

取引所 Uniswap、Kyber Network、Bancor

ソーシャルネットワーク Steemit、Minds

予約システム LockTrip、Reserve

ゲーム Axie Infinity、STEPN
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スマートコントラクト

ブロックチェーン上で動作する自己実行型のプログラム

スマートコントラクトは、プログラムされた条件に従って自動的に実行され、契約を
自動化することが可能



スマートコントラクト(2)

• スマートコントラクトは、ブロックチェーンに保存された分散台帳に書き込まれるため、改ざ

んが困難で信頼性が高く、実行される契約の透明性が保証される。

• プログラムされた条件が満たされると、契約の実行が自動的に行われるため、人為的なミ

スやトラブルのリスクが低減。

• 金融、不動産、健康、電力、ロジスティクスなど、様々な分野で活用が想定。例えば、金融

分野では、スマートコントラクトを利用した分散型取引所、不動産分野では、スマートコント

ラクトを利用して、物件の売買契約や賃貸契約を自動化。
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メリット



スマートコントラクト(3)

• スマートコントラクトは、プログラムに書かれた条件が明確であることが前提。

• そのため、契約に含まれる条件が曖昧であったり、新しい条件が追加された場合には、ス

マートコントラクトの改変が必要となる場合がある。

• スマートコントラクトによる契約が成立するためには、ブロックチェーン上でのトランザクショ

ン手数料が必要となるため、現在はまだ手数料が高いという課題。
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デメリット



日本のWeb3を発展させるためには？

• 自民党Web3パーティーがサポーティブ

• トークンの上場審査の簡素化、ステーブルコインの新規制(非常に厳格な規制が予定され

ていたが少し緩くなった)、税制改正、DAO法の議論、会計基準の議論、なで日本のWeb３

も少しずつ進んでいる

• 海外での問題が生じ、その分、日本に着目

• NFTは規制がない
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現在の良い点



日本のWeb3を発展させるためには？(2)

• 取引所の多くは赤字を出しているような状況

• コンプライアンスコストが極めて大きい → コストを下げるためには？

• 議論中であるが会計問題の解決には時間

• 税制の更なる改正(暗号資産同士の交換の時点での非課税、源泉分離課税など)

• 暗号資産法が関係すると登録に10億円以上、スモールビジネスはできない。スモールビジ

ネス向けに例外等作れないのか
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現在の悪い点






